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序 文

　鳥取市は、鳥取県の県庁所在地として、また、平成16年の合併によって山

陰地方最大の都市としてさらに発展してきた、人ロ20万人余りを擁する地方

都市です。

　鳥取市内には、各河川による平野部、その周辺の丘陵上、砂丘地等に数多

くの遺跡が存在しています。これらの埋蔵文化財は地域の先人たちの生活を

語る歴史資料であり、後世に継承していくべき市民の貴重な財産です。この

ような認識のもと、財団法人　鳥取市文化財団では、開発と文化財の共存を

はかるべく、各関係機関の協力を得ながら埋蔵文化財発掘調査事業を進めて

います。

　さて、今回実施した大坪イカウ松遺跡の調査は、県営日置谷地区経営体育

成基盤整備事業に伴う発掘調査として、平成18年11月から調査を行ってきま

した。調査の結果、弥生時代から奈良時代の貴重な遺構、遣物が検出され、

当地域の古代文化の一端を明らかにする資料を提供することができました。

ささやかな冊子で不十分な所も多くありますが、私たちの郷土理解に役立て

ていただくとともに、今後の調査研究の一助となれば幸いです。

　おわりに、今回の発掘調査にあたり、ご理解とご協力をいただきました地

元の皆様をはじめ関係各位の方々に、心から感謝申し上げます。

平成19年3月

財団法人　鳥取市文化財団

理事長　山　崎群　次



例 口

1．本書は、県営日置谷地区経営体育成基盤整備事業に伴って行った大坪イカウ松遺跡の発掘調査報告

　　書（第1冊）である。

2．本発掘調査は、鳥取県の委託を受けて、財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財センターが

　　平成18（2006）年度に現地調査を実施し、あわせて報告書を作成した。

3．発掘調査を実施した大坪イカウ松遺跡の所在地は、鳥取市青谷町大坪字イカウ松、字三反田である。

4．発掘調査によって作成された記録類および出土遺物は鳥取市教育委員会に保管されている。

5．現地実測・図面の作成は、現地実測の一部を財団法人鳥取市文化財団から委託を受けたフジテクノ

　　有限会社派遣技師が行ったほかは調査員・補助員を中心に調査参加者全員の協力のもとに行った。

　　また、出土遺物の整理および遣物実測・図面の浄書は濱橋博子を中心として下多みゆき・神谷伊鈴

　　がこれを補佐した。

6．本書の執筆・編集は、山田真宏が行い、神谷伊鈴がこれを補佐した。

7．発掘調査から本書の作成にあたっては、次の方々から指導・助言ならびに協力をいただいた。記し

　　て厚く感謝いたします。

　　　鳥取県東部総合事務所農林局地域整備課　鳥取県埋蔵文化財センター

　　　鳥取市教育委員会文化財課　城東建設株式会社　株式会社東都文化財保存研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同、敬称略）

凡 例

1．本書に用いた方位は、第1・2図は座標北、その他は磁北を示し

2．本書に使用した遺構等の略号および表示は次のとおりである。

　　SD：溝状遺構

　　　●：土器

　　　×：木

　　　薩：杭

　　　　：遺物密集地

、レベルは海抜標高である。
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第1章はじめに
　鳥取市は鳥取県東部に位置する山陰の中核都市で、県庁所在地として政治・経済・文化の中心的な役

割を担ってきた。平成16（2004）年11月には周辺8町村（国府町、福部村、河原町、用瀬町、佐治村、気

高町、鹿野町、青谷町）との市町村合併が成立し、面積765．66km2、人［コ20万入余りを擁する山陰地方最

大の都市へと拡大することとなった。このことは、それまで市内に2，300ケ所余りとしてきた遺跡の数

にも反映され、現在その数は倍増の約4，770ケ所となりさらに増加の一途をたどっている。

　このような新生鳥取市の中で、大坪イカウ松遺跡の所在する鳥取市青谷町大坪地区は、旧青谷町を大

きく三分する2河川（勝部川と日置川）のうち東側の日置川下流域に位置する。日置川による細長い河谷

平野である流域は日置谷と呼ばれ、大坪地区は川を挟んで蔵内地区に相対するこの日置谷の中央部西山

麓に位置し、北は奥崎地区、南は早牛地区に隣接する世帯数60余りの地区である。

1．発掘調査に至る経緯と経過

　今回報告する大坪イカウ松遺跡は、大坪集落の北北東に隣接し、日置谷西側丘陵裾の標高約6～7m

の水田地帯に位置する。遺跡周辺では、後述のとおり西側丘陵上の弥生時代後期から古墳時代の大日遺

跡群や丘陵裾の弥生時…代後期から奈良．時代のカヤマ遺跡等が1980年代に調査された以外は、遺跡の様相

はあまり知られておらず、近年の踏査や試掘調査によって遣構・遺物の散布状況が知られるようになっ

たところである。

　その後、合併前の青谷町産業振興課から県営の日置谷地区経営体育成のための大規模な基盤整備事業

第1図　調査地位置図
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計画の協議がもたらされた。そこで鳥取県教育委員会事務局文化課、鳥取県埋蔵文化財センターと青谷

町教育委員会で協議が行なわれ、遺跡の有無、その範囲・性格を知るための試掘調査が平成16年度から

平成18年度にかけて青谷町教育委員会、合併後は鳥取市教育委員会によって実施されている。その結

果、平野部の中央に推定される微高地上に弥生時代から中・近世の遺跡がその粗密の違いや検出深度の

違いはあるものの点在することが判明してきている。

　今回の発掘調査は、この県営日置谷地区経営体育成基盤整備事業計画に伴って、鳥取市教育委員会と

関係機関との間で計画変更等も含めた種々の協議を行った結果、現状での遺跡の保護・保存が難しい深

く掘り下げる水路部分について記録保存の調査を行うこととなったものである。調査の実施に当たって

は、対象地の屈曲点や現況の水路部分等によって、調査地を1～W区に工区分けし、このうち1～斑区

の調査を鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財センターが、IV区の調査を鳥取市教育委員会が実施するこ

ととなった。

　本報告の1～遡区の調査は、平成18年11月中旬に資材搬入と1、∬区の表土等の重機による除去から

着手し、北側の1区から実施した。調査に当たっては1区とH区の折れ曲り点に任意の基準点COを置

き、それから東側の1区に沿って基本的に10mピッチで測量杭（CO～E40）を打って基準ラインを設定し

た。南側のE区、巫区は、この1区基準ラインから90°南に振って同様に基準ラインを設定し（CO～

S35）、さらに調査区が折れ曲がるH区途中からはそれまでのラインの2m西に並行ラインを設定して

（W2S35～W2Sl50）基準ラインとした。掘り下げは、耕作土および試掘調査で判明していた旧ほ場整備

造成土等を重機によって除去し、以下、水路施設の影響範囲の深度まで人力によって行った。1区はそ

の中央よりやや西寄りで調査地を東西に二分する機能中の暗渠排水用土管が検出されたことから、当初

これを残して東半・西半として調査を行ったが、その後その下に遺構が遺存することが判明したため、

鳥取市教育委員会および関係者と協議の上、1区の調査終了時に土管を除去して下部の調査を実施し

た。また互区はそのほぼ中央で調査地が折れ曲り、かつ掘り下げ深度も異なることから深度差部分を境

に北半・南半として調査を行った。田区は1・H区の調査中に表土等の重機による除去を行い、1・H

区に続けて調査を行った。なお、試掘調査結果から湧水と壁面崩壊を考慮し、調査地内に排水溝を設置

して常時排水を可能とするとともに段掘りと緩傾斜の堀下げを行った。こうして、調査に伴う写真撮影

や実測等の記録類の作成を適宜行いながら、1月下旬に現地調査を終了した。調査面積は511．0㎡であ

る。なお整理作業の一部は現地作業と並行して進めたが、現地調査終了後に本格的に整理作業および報

告書作成を行った。

∬．調査の組織・体制

発掘調査の組織・体制は以下のとおりである。

平成18年度　調査主体　財団法人　鳥取市文化財団

　　　　　　　　　　　　理　事　長　　山　崎　群　次

　　　　　　調査指導　鳥取市教育委員会事務局　文化財課

　　　　　　事務局財団法人鳥取市文化財団鳥取市埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　　　　所　　　長　　前　田　　　均

　　　　　　　　　　　　副所長　山田真宏
　　　　　　　　　　　　主　　　幹　　谷　口　恭　子

　　　　　　調査担当　財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　　　　調　査　員　　山　田　真　宏

　　　　　　　　　　　　調査補助員　　福　田　朋　幸（～平成18年12月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡　橋　博　子

一2一



第2章　遺跡の位置と環境

　鳥取市青谷町地域は、鳥取県の中央よりやや東に位置し、東部地域の西端、旧国名で言えば因幡国に

属し、伯書国との国境にある。先述のとおり、平成16年11月1日に東部9市町村（鳥取市、国府町、福

部村、用瀬町、佐治村、河原町、気高町、鹿野町、青谷町）が合併し、新鳥取市となった。鳥取県内で

もその前後に市町村合併が進み、隣i接町も泊村から湯梨浜町に変更となり、平成18年度現在で39市町村

が18市町村になっている。

　さて、鳥取市内における青谷町地域は、その南域は標高500mを超す山地で、そこから北へ伸びる溶

岩台地が東西を取り囲み旧町域の境界をなしている。溶岩台地の北端は長尾鼻、オゴノ鼻と続き、30m

を超える断崖となって日本海に突出している。また、溶岩台地の東を日置川、西を勝部川が流下し、河

口近くで合流して日本海に注いでいる。合流地点付近に沖積平野、海岸部に砂丘が形成されている。青

谷町内の砂浜は、全国的にも珍しい鳴り砂の浜として知られている。

　青谷町地域の遺跡は、確認されているものだけでも約480ケ所あり、その大半は古墳である。また新

鳥取市となり遺跡の数は約4，770ケ所あり、旧青谷町の10倍に増加している。

　今回調査した大坪イカウ松遣跡（1）は先述のとおり、青谷町の東側を流れる日置川下流域にある奥崎

集落と大坪集落の間にある山裾の水田地帯に位置する。日置谷地区は昭和24年から大規模なほ場整備が

行われているが、当時は現在のように重機等は使用されなかったので旧地形をそれほど大きく改変する

ことができなかった。このため現在でも平野部の中央部分が高まり東西に向かって下がっていくという

旧地形を見ることができる。このことから平野部の中央には自然堤防状の高まりの存在を想定すること

ができ、現在の集落側と日置川側に2本の旧河川が存在すると考えられる。また近年実施された試掘調

査の結果からも同様のことが想定される。この自然堤防状の高まりと考えられる部分からは奈良時代か

ら中世にかけての遺物や柱穴などが確認されているほか、弥生時代中期後葉の土器や溝状遺構が確認さ

れている。平成16年の調査では大坪岸ノ上遺跡として調査が実施されたが、その後の調査で遺跡を分け

るように旧河川が流れていることが想定できることから大坪イカウ松遣跡と大坪大縄手遺跡（7）、大坪

岸ノ上遺跡（8）にそれぞれ分かれるものと考えられるようになった。このほか周辺の遺跡としては西側

丘陵上に昭和59年に発掘調査が実施され、弥生時代後期から古墳時代にかけての土墳墓や貯蔵穴、竪穴

住居跡が確認された大口第1遺跡（9）、弥生時代後期から古墳時代前期前半にかけての墳丘墓、竪穴住

居跡が確認された大口第2遺跡（10）が存在する。また丘陵裾部には昭和56年に県営ほ場整備事業に伴い

発掘調査が実施され、弥生時代後期から奈良時代にかけての竪穴住居跡や古墳が確認されたカヤマ遣跡

（12）などがある。カヤマ遺跡周辺は「カヤマ千軒」という伝承が残っており、古くから人が住むことので

きる環境であったと考えられる。またこの遺跡では土馬が出土しており、今回調査の大坪イカウ松遣跡

地点からも馬形や人形、斎串を含む律令期の祭祀具が出土していることから、両遺跡の何らかの関係も

想定される。

　なお、その他の青谷町域の遺跡は次のとおりである。

　旧石器時代の遺跡は、今のところ確認されていないが、青谷町は砂丘地に立地しているため、今後発

見される可能性もある。縄文時代の遺跡としては、砂丘地にある県立青谷高等学校新築時のボーリング

により偶然発見された青谷第1遺跡（2）がある。ここでは詳細は不明ながら地表面下6．3mから縄文時

代中期から弥生時代、古墳時代にかけての土器片が出土している。またこのほかの遺跡としては縄文時

代前期の土器片の散布が確認された蔵内上長谷第2遺跡（4）、1995年に試掘調査が実施され、縄文時代

後期の土器片が出土した蔵内上長谷第4遺跡（5）、絹見部落周辺の石皿や石斧が出土した長和瀬稲葉尾

遺跡（18）が挙げられ、さらに今回の調査でも縄文時代晩期の土器片が出土している。

　弥生時代を代表する遺跡として青谷上寺地遣跡（6）がある。青谷上寺地遺跡は青谷町の西側を流れる
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勝部川と東側を流れる日置川の合流点付近に位置する。平成9年から15年にかけて町による試掘調査が

実施され、平成10年から12年にかけて（財）鳥取県教育文化財団による発掘調査が、13年から18年には鳥

取県埋蔵文化財センターによって遺跡の範囲確認調査及び内容確認調査が実施されている。その結果、

縄文時代晩期から奈良時代にかけての遺物や遺構が確認されており、現在では青谷上寺地遺跡の大まか

な範囲が確定してきている。その中でも遺跡の中心となる弥生時代後期の大規模な護岸施設や祭祀場

跡、水田跡などのほか、当時の生業がわかる鍬・鋤類などの木製農耕具や石庖丁、漁労具なども多く出

土している。これらの多種多量の遺物は、コンテナ2，400箱以上の土器、精巧な作りの木製容器類や大

量の建築材、全国最多となる227点のト骨、約270点の鉄製品など量・質共に日本を代表する遺跡といえ

よう。また、朝鮮半島系の無文土器など外来系の土器、貨泉や鏡、石材などの交流を示す遣物も数多く

出土しており、当時の青谷がいかに繁栄していたのかが良く分かる。弥生時代後期の溝の中からは約

5，300点にのぼる多量の人骨が出土し、中には殺傷痕のある人骨も確認されている。また出土した頭蓋

骨3点の中には弥生人の脳が遺存しており、今後の研究によっては弥生人のルーツを知ることができる

かもしれない。膨大な量の遺物が出土していることから現在も整理作業が続けられ、平成18年には弥生

時代の楼観と考えられる7．24mの柱が新たに確認されている。このほかの弥生時代の遺跡としては、青

谷上寺地遺跡周辺の丘陵上でほぼ完形の弥生時代中期の壼が出土した青谷第4遺跡、蔵内水船遺跡

（3）、田原谷宮下遺跡（15）などがある。

　古墳時代になると青谷町の中央及び東西の丘陵上に多数の古墳が造営されている。現在確認されてい

る古墳や散布地は海岸から約6km以内の位置に分布し、ほとんどの古墳は直径101nから201n程度の円墳

である。町内の主な古墳としては東側の台地・丘陵には北側から町内最大の前方後円墳である長尾鼻1

号墳（a）（全長34m）を有する長尾鼻古墳群（A）、町内第2の前方後円墳である青谷2号墳（東山古墳b／

全長28m）、船や星などの線刻が施され県の史跡に指定されている阿古山22号墳（c）を有する阿古山古

墳群（B）、養郷古墳群（C）、蔵内古墳群（D）と続く。中央部の丘陵には東側尾根北側から善田古墳群

（E）があり、市の史跡に指定されている奥崎古墳群（F）、大坪古墳群（G）、大口古墳群（H）、早牛古墳

群（1）と連なっている。中央西側の丘陵には露谷古墳群（J）、その西側に亀尻古墳群（K）、その奥には

金環が出土した鳴滝古墳群（L）が連なっている。西側の丘陵上には100基以上の古墳からなり、船の線

刻が施された吉川43号墳（d）を有する吉川古墳群（M）が存在し、その西側の丘陵には井手古墳群（N）、

長和瀬古墳群（○）、長谷古墳群（P）、釜ノロ古墳群（Q）と続いている。この時期の古墳以外の遺跡とし

ては前述の青谷第1遺跡、青谷上寺地遺跡、大口第ユ・第2・第3遺跡、カヤマ遺跡などが知られるの

みで、あまり数多くの遺跡は確認されていない。

　奈良時代以降の遺跡もあまり多くは知られていないが、代表的なものとしては善田傍示ヶ崎遺跡

（19）、山田淡谷東平遺跡（14）、前述の青谷上寺地遺跡、カヤマ遺跡などがある。善田傍示ヶ崎遺跡は露

谷川を供給源とし、馬形や人形、斎串など律令期の祭祀具が大量に出土しており、周辺に役所に関連す

る遺跡が存在する可能性がある。さらに青谷上寺地遺跡でも数点ではあるが、馬形や斎串、転用硯が出

土しており、青谷町内の複数の箇所で律令祭祀が行われていたことが想定される。また平成9年に発掘

調査が実施された山田淡谷東平遺跡は、大坪集落から西側に丘陵を一つ隔てた南側に面した中腹に立地

し、中世の礎石建物跡、鍛冶に関連する鉄港、釘などが確認されている。

　歴史上の資料としては、因幡国の官道に置かれた4カ所の駅のうち「柏尾駅」の有力な候補地といわれ

る相屋神社（ウ）がある。しかし湯梨浜町で確認されている笏賀駅からの距離が近いことなどから明確な

位置やルートははっきりと判ってはいない。ただし、相屋神社周辺には「下馬ノ子」、「上馬ノ子」などの

馬に関する地名が残っている。また部民制度に由来するといわれる日置・勝部などの郷名が今も残って

おり、町内の式内社である利川神社（ア）と幡井神社（エ）がそれぞれ早牛・絹見に、式外社である相屋神

社と神前神社（イ）がそれぞれ青谷・鳴滝にあることは、何らかの遺跡との関わりがあると考えられる。
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第3章　調査の結果

1．調査地の堆積状況と調査の概要

　大坪イカウ松遺跡は、日置川による河谷平野に推定される複数の旧河道に沿って形成された微高地上

の一角に形成されているものと考えられる。今回の調査対象地は、日置谷地区の基盤整備地内西端部の

水路予定地で南から北に延びる丘陵の東側裾に位置する。また、全長210m余りの細長い対象地は北か

ら1～W区に分けられ、今回調査を行った1～田区はそのうちの北側にあたる。当該地の標高は6．6～

7．3mほどで、昭和24年からのほ場整備以降水田および畑地として利用されている。

　調査地の土層は基本的には原地形に沿うものと見られ、丘陵裾から谷平野部にかけて位置する1区と

丘陵裾にほぼ並行する丑区・田区とは、その上位の30～60cm程度の旧ほ場整備造成土を除くとやや異な

る。1区の層序は、造成土下の東側に10～40cmの灰色系のシルト・砂層、中央部でその下に20～40cmの

褐灰色・灰色系のシルト・砂層、中央部から西側でその下に5～10cmの褐灰色系の粘土・細砂層、10～

40cmの黒褐色粘土層、さらに中央部から東側でその下に東端部では河原石を密に含む灰黄褐色・灰色系

の（粗）砂層と続く。また、西端部の黒褐色粘土層の下位は地山礫を含む。基本的には、西側造成土下の

褐灰色系の粘土・細砂層・黒褐色粘土層（上位）が遣物包含層で、遺構は中央よりやや西側の造成土直下

から溝状遺構（SD－0ユ）、その下位の黒褐色粘土層中から木組遺構（1）を検出した。なお中央部から東側

下位の河原石を密に含む灰黄褐色・灰色系の（粗）砂層は日置谷の旧流路の堆積層と考えられるが、遺物

は摩滅した土器の微細片が僅かに認められたのみである。H区では、北半は1区西側と同様の堆積で、

南半は、造成土下に10～20cmの褐灰色系の粘土、その下に20cm程度の黒褐色粘土、10～20cmの黄灰色砂

層、黒褐色粘土層と続く。造成土下の褐灰色系の粘土・黄灰色粘土・黒褐色粘土層（上位）が遺物包含層

で、遺構は中央部の褐灰色粘土（第75）層直下から旧流路あるいは溝状遺構に伴うと考えられる杭列

（1）、南端部の黄灰色砂（第112）層直下から木組遺構（2）を検出した。田区では、北端部は基本的に互

区南半の層序が続き、北端から201n程度南から南端まで確認される遣物を含まない灰色系の砂・地山礫

を密に含む粘砂質土・オリーブ黒色粘土層が南下するにしたがって次第に厚みを増し、逆にこれらの層

と造成土の間の黒褐色粘土層が次第に薄くなって一時途絶え、南端部で再び認められる形で続く。H区

と同様に造成土下の褐灰色系の粘土・黒褐色粘土層が遺物包含層で、遺構は中央部から北にかけての褐

灰色粘土（第116・160）層直下から旧流路あるいは溝i状遺構に伴うと考えられる杭列（2）を検出した。

　なお遺物は、遺存状態その他で実測できたものは少ないが、包含層遺物として縄文土器と見られる細

片、弥生時代後期～古墳時代中期の壷・甕、古墳時代後期～奈良時代の壷・杯蓋・杯身・杯が出土し

た。また穂摘具・鍬・鋤・田下駄・田舟・木錘等の農具、曲物・槽といった容器、横櫛・下駄といった

装身具、発火具の火きり板、建築材の梯子、土木材の杭、部材といった多量の木製品が出土し、さらに

石錘や銅の溶解物も出土している。

X．検出透構と遺物

1）1区の調査

　SD－01（第4図、　PL4）

　調査区の中央よりやや西側に位置し、検出面の標高は約6、Omである。東西に細長い調査区を南南東

から北北西に横断する形で検出した。現状での主軸はN－32°－W程度にとり、検出長3．45m、幅2．05

m、深さ0．4mを測る。断面は浅い皿状で、西側で部分的に傾斜が二段状に変化する。底面標高は5．6m

程度で、埋土は灰黄褐色系のシルト・砂層と褐灰色（粗）砂層である。遺物は、両側肩部付近から径3～

4cm、遺存長24～44cmの自然木の片側を削った杭が刺さった状態で検出されたほか、底部付近の砂層中

からロ縁端部に刻み目をもつ突帯が貼付された縄文土器片を含むいずれも摩滅した二次堆積遺物と見ら
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36。灰色粗砂（下位に河原石含む）

37　灰褐色粘質上（42よりやや暗，榎褐色土プロノクを含む）
38　　灰嚢董褐f色‡占質二t＿

39　灰褐色粘質＆（黄褐色土プロノクを含む，7よりやや明）

40褐色粘質土
41　にぶい鼓褐色粘質土（24よりやや明）
42褐灰色ンルト（灰｝勺色粗砂を含む）

43褐灰色シルト（42よりやや暗）
44　灰色粘土（34よりやや暗）
45　　弓三褐色ホ占二1＿　（35よりやや口∬）

46　里褐色粘土
47　　叉褐色秦占二L　（35参46よりやや翼彦）

48　！P褐色粘土〈47よりやや暗，灰白色砂を含む）

49灰色砂（叉褐色粘土プロノクを含む）
50　里褐色粘工と灰色砂の混合
51にぶい黄褐色粘質主（褐灰色粘土プロノクを含む）
52灰褐色シルト債褐色坐機質分沈着）
53灰褐色シルト（52よりゃや暗＞
54　灰黄掲色シルト
55　褐色粘質土
56　褐色粘質上～暗褐色粘質土（55より暗）

57　褐灰色粘質土
58　黄褐色1省質上（3より明）
59　灰黄褐色租砂（褐灰色シルトプロノクを含む）
6（）褐灰色砂（粗砂と砂の混合）

61暗灰色粘土（灰白色砂混じり）
62　灰黄褐色粘質土

63褐灰色粘⊥
64　里褐色粘土
65　乎褐色粘土（3564よりやや暗，灰黄色粘土プロノクを含む）
66　甲褐色砂混じり粘土
67　黄灰色粗砂
68　里褐色粘土（66　47よりやや暗，灰黄色粘土プロノク占在）

69　灰黄褐色粘質土（21よりやや灰黄色かかる）
70　　Dξ黄褐色‡占質ゴニ　（69より‖音）

71灰黄褐色粘質土（黄褐色粘質土を多く含む）

72褐灰色砂
73　灰黄褐色砂
74　渇灰色細砂（褐灰色粘質上混じり）

75　褐灰色緒土（74よりやや暗，褐灰色細砂混じり）
76　里機色粘土（68よりやや明，05～1cm大の地山礫を含む）
77　里褐魚粘土（65よりやや明，褐灰色砂及び黄褐色粘質土プロノクを含む＞

78　褐灰色粘土と暗褐色粘質土の混合（15～25cm大の礫を含む）

79　褐灰色粘土（75よりやや黄灰色かかる）
80灰黄褐色粘土（76より明，05～1c田大の地山礫を含む）

褐色粘質土（耕作土）

黄灰色粘質土（灰褐色土プロノクを含む）

黄褐色粘質土（黄灰色粘質土プロノクを含む）

黄褐色粘質土（3よりやや明）
黄褐色粘質上（3　4より明）
にぶい黄褐色粘質土
灰褐色シルト〈擬機物プロノク占在）

灰褐色ンルト（7より暗，撫機物プロノク占在）
にぶい黄褐色シルト

褐色シルト
褐色シルト（艦機質分沈着）

灰褐色シルト（8よりやや暗）
灰鼓褐色粗砂（三～10C田大の河原石を密に含む）

灰掲色シルト（黄褐色土プロノクを密に含む）
黄灰色粘質土と黄褐色粘質土と灰褐色ンルトと暗オリーブ灰色粘土と暗オリーブ

灰色砂と灰黄褐色粗砂の混合
灰黄褐色砂（13よりやや明るく、粒度小，灰褐色シルトプロノクを含む）
灰褐色砂　（8よりやや日音）

灰員褐色砂（］3よりやや明るく、粒度小，16よりやや暗）

褐灰色粘土
黄褐色粘質二］こ（3よりやや【摺）

灰褐色粘度L
黄掲色粘質土
黄褐色粘質土（5よりやや明）
にぶい黄褐色粘質土
灰褐色砂と褐灰色粘質土の混合
灰褐色シルト

灰褐色シルト（26よりやや明）

音灰色シルト
褐灰色シルト

灰黄褐色砂（18よりやや明）

灰色シルト

灰色粘⊥（31よりやや明）
灰色砂（31よりやや暗）

灰色シルト
Ψ褐色粘二L（45よりやや明，オリーブ褐色土プロノクを含む）
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、灰褐色粘土
．灰黄褐色砂（粗砂と砂の混合）

、灰黄褐色シルト（砂混じり）

．褐灰色粗砂（2よりやや暗；2～
15cm大の河原石を含む；褐灰色粘
土ブロックを僅かに含む）

．褐灰色粗砂（4よりやや明；1～
8cm大の河原石を含む）

第4図　1区SD－01実測図

れる土師器・須恵器といった土器細片が僅かに検出された。時期は、旧ほ場整備以前という事以外不明

である。

　木組遺構（1）（第6図、PL　4・5・21）

　調査区の中央よりやや西側に位置し、検出面の標高は約5．5mである。調査区を南西から北東に横断

する形で検出した。現状での主軸はN－64㌧Eにとり、南西側は調査区外に続く。検出長は3m以上で、

深さは0．6m程度である。径14cmの断面かまぼこ形の柱状の材を南西～北東方向に横にして置き、その

北東端部にほぞ孔を抜いて杭留めし、さらにその北西側に杭を打って支えとしている。また南東側には

遺存長75～120cm、幅15～40cm、厚さ1．5～2cm程度の板材をその側辺を僅かに重ねてこの横材に接し沿

わせる形で矢板状に打ち込み、さらにこれらの矢板材を幅8cm、長さ126cm以上、厚さ1．5cm程度の細長

い板材で押えている。遺構の性格については、部分的な検出ではあるが、断面観察から本遣構の南東側

に想定される溝状遺構あるいは旧流路の護岸施設の可能性を考えておきたい。遺物は埋土中から長方形

の足板の両長辺にそれぞれ対となる2ケ所の切り欠けを入れた田下駄や板材が検出された。時期につい

てはそれを示す遺物はないが、その下位の遺物包含層から弥生時代から古墳時代の壷・甕類のものと見

られる体部片が出土していることから古墳時代以降のものと考えら

出土の蓋を図化した。つまみ部径5．Ocm、口径14．6cm、器高6．15cm

を測り、内外面ともヘラミガキで仕上げられる。つまみの中心に

は、円孔がなされ、そこからヘラ状工具による線刻が放射状に施さ

れる。またそのほかの遺物として、土木材の角杭2点・板状杭11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
点、その他の板状材9点などが出土している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　じの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5図　1区出土遺物実測図
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1．灰色粘土
2灰色粘ニヒ（1よ｝）やや口音）

3　灰色ンルト（2よりやや暗）
4　里褐色粘土く1天白色砂を含む）

5．黒褐色粘土と灰色砂の混合
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第6図　1区木組遣構ぴ）実測図
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35嬰褐色粘土（45よりやや明，オリーブ褐色土プロノクを含む）

63翻天色粘土
65　里褐色粘土（35　64よりやや暗；灰黄色粘＆プロノクを含む）
68　里褐色粘土（47・66よりやや暗；灰黄色粘土プロノクぼ在）
69　灰黄褐色粘質上（21よりやや灰黄色かかる）
70　灰黄褐色粘質上く69より陪）

71　灰黄褐色粘質土〈黄褐色糖質土を多く含む）

72褐灰色砂
75　褐灰色粘土（74よりやや暗，褐灰色細砂混じり）
76　黒褐色粘土（68よりやや明，05～1cm大の地山礫を含む）
79　褐灰色粘上（75よりやや黄灰色かかる＞
80　灰黄褐色粘土（76より明，05～1c皿大の地山葺を含む）
81．灰黄褐色粘質土（70よりやや明）

82。褐灰色粘質土（63よりやや明，炭化物及び石を含む）
83　にぶい黄褐色粘質土（7～20cm大の石を含む）
84　異褐色粘土（35　65よりやや明るく、68よりやや賠）
85灰黄褐色粘質土（にぶい黄燈色砂を含む）
86．畢褐色粘土（68よりやや明，05～2cm大の地山礫含む）
87．にぶい黄褐色粘質土（耕貨ニヒ）

88．里褐色粘土（86よりやや暗く，76よりやや明，03～1c風大の地山礫を含む）

89褐灰色粘土（灰黄色粘土プロノクを含む）
90　黄灰色粘土（03～05c口大の地山小礫を含む）

91　黒褐色粘土（76よりやや暗，05～3cm大の地山礫を含む）

92　灰褐色結質土（5～25c田大の石を含む，炭を含む）
93　声褐色粘質土（10cm大の石を含む）
94　　褐灰色ま占二1二　（75よりやや明）

95　灰黄褐色粘土（黄褐色粘土プロノク，粗砂及び炭を多く含む＞
96．　（95と｛司）

97、褐灰色粘土（02～03cm大の地山小礫及び炭を僅かに含む）
98　暗褐色粘質ニヒ（褐灰色土プロノクを含む）

99褐灰色粘土（75よりやや明，02c田大の砂粒混じり）
100褐灰色砂と灰黄褐色粘土の混合（黄褐色土プロノクを多く含む）
1但　畢褐色粘土（◎5c鳳大の地山小礫　灰白色砂　炭を含む）

102　にぶい黄褐色粘質土
103　灰黄褐色粘質土（70よりやや明）
104　　褐灰色ネ占土　（63＾75よりやや8富）

105　　褐灰色孝占土　 （75・104よりやや日音）

106　里褐色粘土（02cm大の砂粒を含む，褐灰色粘二Lを含む）

107　里褐色粘土（106よりやや暗＞

108　里褐色粘土（やや褐色かかる）

109畢褐色粘土（灰黄色粘土プロノク及び05cm大の地UI小礫を含む）
110　灰黄褐色粘土と褐灰色砂の混合（黄褐色上プロノクを多く含む）
111　　9三褐色餐i土　（109よりやや褐色度強）

U2黄灰色砂（黄灰色織土　灰黄色土及ひ02cm大の地山小礫を含む）
U3．褐灰色犠土（63よりやや暗，黄褐色上プロノク及び灰黄色土プロノクを含む）

114．里褐色粘土
115　　褐灰色粘土　（104よりやや臼客）

116　褐灰色粘土（115よりやや暗）

117褐灰色粘土（U6よりやや暗，灰黄色土プロノクを多く含む）
118　黄灰色砂混じり粘土（炭を含む）
119．　里褐色粘土　（ユ24よりやや明）

120．上部5～8cmアスファルト、その下真砂土と砕石の混合
121．灰黄褐色詰土
122．　馨褐色粘二1二　（ユ14よりやや日音）

］23　里褐色粘土

124　里褐色粘土（119　122・］23よりやや暗）

125黒褐色粘土（124よりやや明るく灰色かかる，やや砂質かかる）
126　皐褐色粘土（125より暗く、やや暗褐色かかる）
127里褐色粘土（125　126より暗，褐灰色細砂及び植物遺体を含む）
128黒褐色粘土（125より褐色かかる；砂質ではなく、粘質度強，124よりやや明）
129　　』皇褐色粘」二　（126　　128よ｛）やや日音）
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2）五区の調査

　杭列（1）（第7パ0図、PL10パD

　調査区の中央よりやや南側に位置し、各杭の遺存検出標高は5．9～6．2m程度である。南北に細長い調

査区を南南東から北北西に緩いS字状を描いて横断する形で検出した。現状での主軸はN－2°－W程度

にとり、検出長は14m程度である。調査範囲内で確認できた杭の数は24本であるが、基本的には遺存長

36～111cm程度の角杭が使用されており、僅かに部材の転用と見られる角杭が認められる。部分的には

長さ約92～285cm、幅13～29cm程度の板材を横長に並べてこれらの杭で固定した状況が認められる。ま

た周辺の平面観察では、この杭列の東側に幅約3．3m程度に渡って褐灰色砂層と遺物の集中が認めら

れ、断面観察では、杭列は認められないものの浅い溝状に切り上がる層序の変化（第100層）が認められ

る。このことから本杭列の性格としては、溝状遺構あるいは旧流路の護岸施設の可能性を考えておきた

い。遺物としては、杭列周辺から少量の土師器（高杯（3）他）・須恵器（杯蓋（4、5）他）片と多くの木製

品（人形・馬形・剣形（W1）・斎串等の祭祀具、建築材の梯子、板材、自然木等）が検出されている。時

期については、周辺の出土遺物から古墳時代後期以降（木製祭祀具からすると奈良時代か）を考えておき

たい。

　木組遺構（2）（第7・8図、PL肇2）

　調査区の南端付近に位置し、検出面の標高は約5．7mである。調査区を南東から北西に横断する形で

検出した。現状での主軸はN－27°－Wにとり、両端ともに調査区外に続く。検出長は1．4m以上で、深さ

は0．4m程度である。長さ約120～150cm、幅20～40cm程度の板材を横長に置き、それにi接するように、

南西側は遺存長46～80cmの角杭・丸杭を打ち込む。また北東側は、遺存長73～81cm、幅13～31cm、厚さ

2cm程度の板材をその側辺を接するようにしながらこの横長板材に接し沿わせる形で縦長の矢板状に打

ち込み、さらにこれらの矢板材あるいは横長板材に直接接する形で、遺存長60～113cm、径・幅4～10

cmの角杭・丸杭を打ち込んで各板材を固定している。遣構の性格については、検出範囲が狭小で土層の

観察でも明瞭な違いが認められないことから明確な判断は困難である。また時期については土器類の出

土もなく不明である。

　出土遺物（第10図、PL21・22）

　H区では、土器類は少なく木器が多く検出されたが、そのうち遺存状況の比較的良好な土器と、木器

のうち農具・祭祀具を図化した。北半下位粘土層出土の甕・穂摘具のうち甕（2）は、強く屈曲するくの

字状口縁をもつ。穂摘具（W2）は、刃縁に対して斜めに木目が走る平行四辺形状に仕上げられ、背に近

い側に2孔一対の紐孔を穿ち、さらに片面のみこれらを溝で繋いでいる。使用頻度は刃部の摩滅状況か

ら高いと見られる。南半杭列周辺の砂層あるいは砂粒混じりの粘土層で検出された遺物密集地出土遺物

のうち、高杯（3）は日縁部がやや立ち上がり気味の椀状のものである。杯蓋（4、5）はいつれも口縁部

内側にかえりをもつもので、（4）のかえりはロ端部よりわずかに下方に突出し、（5）は突出しない。祭

祀具の剣形木製品（W1）は剣先は欠くものの、断面菱形の剣身と関部を削り込んで柱状に造り出した茎

が遣存する。遺存長25．55cm、剣身部幅2．4cm・厚さ1．5cm、茎部幅1．！cm・厚さ1．Ocmを測る。なおH区

出土の木製品としては上述2点のほかに、農具の穂摘具1点・田下駄1点、容器の曲物蓋1点、祭祀具

の人形8点・馬形4点・斎串21点、建築材の梯子1点、土木材の角杭21点・板状杭6点・丸杭3点、そ

の他の板状材19点などが出土している。
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70　灰黄褐色粘質土（69より暗）

1］4　里褐色粘土

1］6　褐灰色粘土（115よりやや暗）

119　黒褐色枯土（124よりやや明）

122　里褐色粘土臼14よるやや暗）
130．灰褐色粘質土（真砂土、暗褐色土プロノク及び3～20c田大の礫を含む）

131　暗褐色粘質土（しまっていない）

132　灰黄褐色粘質土
133灰黄褐色粘質土（132より明，黄褐色挺機質分を多く含む，2cm大の小諜を含む）
　　褐灰色粘質土（黄褐色鉦機質分、炭化物を含む）134
135異褐色粘土（II9よりやや明るく、褐灰魚かかる，05c砿大の地山小騨を含む，炭化物及び植物遺体を含む）

136　灰色砂（墨褐色粘土プロノクを含む）

137　声褐色粘土（114よりやや明るく、やや灰黄褐色かかる）

138灰黄褐色粘質土繊褐色挺機質分を含む）
139黒褐色粘土と灰色砂の混合
140　灰褐色粘土
141灰色砂（1～5cm大の地山小礫及び黒褐色粘土プロノクを含む）
142褐灰色粘土（02～05c風大の地山小礫を含む）
143褐灰色粘土～灰黄褐色粘土（灰色細砂，05～1cm大の小礫及び植物遺体を含む）
144　叉褐色粘土〈05～3cm大の地山小礫を多く含む＞
145　褐灰色粘土と灰黄褐色砂混じり粘質土の混合（3～10c瓜大の礫を多く含む）
146　にぶい黄褐色粗砂（褐灰色粘土プロノク及び2～2⑪cm大の礫を多く含む）

147　　褐灰色粘土

148．褐灰色粘土（116　ユ47よりやや暗，炭化物及び植物遺体を含む）

149　褐灰色粘土～里褐色枯土（116よりやや灰色かかる，02～05cn1大の地10小礫を含む）

150栗褐色粘土（149より暗く、144よりやや明るい，やや灰色かかる）
151灰色砂（褐灰色粘土プロノク及び3～15cm大の礫を含む）
152　暗褐色粘質土
153、褐色粘質土（やや真砂質かかる，5～10c匝大の礫を含む）
1艮　灰黄褐色粘質土（132よりやや明，3～7c阻大の礫を含む）

155　灰黄褐色粘質土（132よりやや明）
156　　］ヌξ黄褐色ま占質ニヒ　（155よりやや日音く、　132よ｝）やや明）

157灰黄褐色粗砂と灰白色粗砂の混合（灰黄褐色粘質土を含む，2～20c田大の礫を含む）

158灰黄褐色砂混じリシルト（132より暗）
159、灰黄褐色砂混じリシルト（132より暗）

160、褐灰色粘土（刀6に頚似）

161褐灰色粘土（160よりやや暗；木片を多く含む）
162灰白色粗砂（5～40cm大の礫を含む）
163　褐灰色粘土（116よりやや灰色かかる；149よりやや明）
164　灰色砂（灰白色砂～毘じり）

165　褐灰色粘上
166．里褐色‡占土（やや灰色かかる）

167、褐灰色枯土（160よりやや暗＞

168、灰黄褐色粘質土
169．褐色粘質土（やや真砂質かかる，炭及び1～5c田大の礫を含む）
170　褐灰色餐i土（167よりやや暗）

171　褐灰色粘土（170よりやや明）

172褐灰色粘ニヒと1～10cm大の地山礫の混合
173灰黄褐色粘質土（156より暗，黄褐色粘土プロノクを含む）
亙74．　灰黄褐《色彩㌔質ニヒ　（156よりやや日音｝

］75、里褐色絃土（且4よりやや暗；黄褐色鍼機質分を含む）
176、灰色粘砂質土（151よりやや暗，やや暗青灰色かかる，1～20c磁大の地山礫を密に含む）
177　灰黄褐色粘質土～黒褐色粘質土（156よりやや暗く、114及び175よりやや明，黄褐色毎機質分を含む〉

亙78灰黄褐色粘質土と褐灰色粘土の混合（156より暗く、114よりやや明）
］79　灰黄褐色繋i土（156よりやや暗く、褐灰色かかる）

180褐灰色総土（167よりやや暗，黄灰色粘土プロノクを含む）
181灰黄褐色粘質土　（179よりやや暗；褐灰色粘土プロノクを含む）
182．灰色砂（176よりやや明るく、ややオリーブ色かかる，1～10cm大の地山礫を含む）

揺3．にぶい黄褐色粗砂
184。灰色砂（玉82よりやや暗く、151よりやや明，1～3c限大の地山小礫を含む）

18S、褐灰色粘土～里褐色粘土（⑪5～1c因×の地山小礫を多く含む）
186．灰色砂（184よりやや暗く、151よりやや明，3～15cm大の地山礫を密に含む）

187　褐灰色粘上（167・170よりやや明，黄褐色粘土プロノクを含む）

］88　暗褐色粘質土
］89　褐色詰質上（上位に明黄褐色真砂土）

］90　灰黄褐色粘質土と褐灰色粘土の混合
191㍗褐色枯質土（黄褐色枯土プロノク及び05～15cm大の地山小礫を多く含む）
192　　褐灰色枯土　（170よりやや明）

193　　黄褐色礫層

194．にぶい黄褐色砂と賠褐色粘質土と2～5C砿大の地山小礫の混合
195．褐灰色砂く3～7c鎖大の礫を密に含む）
］96。灰色粘砂質土

197、オリーブ黒色粘土
］98　　褐」フξ｛皇ホ占土　（187よりやや日音）

］99　畢褐色粘土（1～2cm大の地山小礫を含む，やや灰黄褐色かかる）
2◎0　卑褐色粘土（198より暗，05cm大の地山小礫及び未分解植物遺体を含む）

201褐灰色枯土（167・180　187よりやや明るく、やや褐灰色かかる）
202里褐色粘土（199よりやや暗く、200より明，05c田大の地山小礫を含む）

203　灰員褐色細砂混じり枯土（炭化物を含む）
204　　灰黄褐色彩～ニヒ　（203よ　りやや1麿）
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第W図　班区調査地実測図（1）
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　3）班区の調査

　　杭列（2）（第12・13図、PL18）

　　調査区の中央からその北側に位置し、各杭の遺存検出標高は5．9～6．2m程度である。南北に細長い調

査区を南南西から北北東に緩い円弧状に横断する形で検出した。現状での主軸はN－10°－E程度にとり、

検出長は17．75m程度である。調査範囲内で確認できた杭の数は28本であるが、基本的には遣存長31～

69cm程度の角杭が使用されており、僅かに95cm程度の丸杭が認められる。部分的には長さ3m以上、幅

19～36cm程度の板材を横長に並べて杭で固定した状況が認められる。また周辺の平面観察では、この杭

列周辺に幅約1m、長さ231n程度に渡って灰黄褐色および灰白色の砂層が認められ、この砂層とその下

　の褐灰色粘土および黒褐色粘土層に遺物の集中が認められる。特に検出杭列の北側では、調査地境の東

側壁面付近で斎串等の木製祭祀具が重なるように密集して検出された（第13図）。さらに壁断面の観察で

　は、浅い溝状に切り上がる層序の変化が認められる（第150層、165・166層）。このことから本杭列の性

格としては、溝状遺構あるいは旧流路の護岸施設の可能性を考えておきたい。遺物としては、杭列周辺

　から須恵器（杯蓋（10）、杯身（11、12）他）片、金属の溶解物（14）および多くの木製品（農具の鍬、発火具

の火きり臼（W22）、装身具の櫛、容器の槽、人形（W14、15）・馬形（W16～W19）・刀形・斎串（W3～W

13）といった祭祀具、自然木等）が検出されている。このうち第13図に示した祭祀具密集地では、斎串等

が杭留めされた横長板材に一部乗りかかる形でその東側にかけて検出された。出土状況からはこの位置

　で使用されたのではなく、まとまって流れ着いたものと考えられるが、その流れ具合から概ね三つのま

　とまりが認められ、それぞれ人形や斎串の22・34・34の個体数を確認している。なお時期については、

周辺の出土遺物から奈良時代頃を考えておきたい。

　　出土遺物（第W～20図、PL23～27）

　　田区でも、土器類は少なく木器が多く検出されたが、そのうち遺存状況の比較的良好な土器と金属溶

’解物と、木器のうち祭祀具・農具・発火具を図化した。杭列（2）よりやや南の褐灰色粘土（第171）層検

出の甕（6）は、短く立ち上がる複合口縁部をもち体部は比較的厚手で肩上部にハケ目調整がなされる。

杭列（2）よりやや北の褐灰色粘土～灰黄褐色粘土（第143）層検出の甕（7）は、やや外反する口縁部外面

　に8条の平行沈線、肩部に連続刺突文の押し引きを施し、ロ頸部内面ヘラ磨き、口縁部内面ナデ調整が

なされる。杭列（2）付近の黒褐色粘土（第150）層検出の甕（8）は比較的厚い器壁をもつ。杭列（2）より

やや南の褐灰色粘土（第171）層検出の短頸壷（9）は、直線的にたつ短い口縁をもち体部から底部はヘラ

削り、体部ヘラ削り後ナデ調整である。環状つまみ付蓋（10）、杯身（11、12）はいずれも杭列（2）付近の

灰黄褐色粗砂と灰白色粗砂の混合（第157）層検出で、体部から頸部の遺存の横瓶（13）は、（9）と同様の

第171層の検出である。また（10）～（12）と同様な位置から金属の溶解物（14）が検出されている。分析の

結果純度98％以上の銅で、ごく微量のけい素・銀・硫黄が含まれることが判明しているが、現在のとこ
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第13図　頂区遺物出土状況図
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第17図　皿区出土遣物実測図（4）

ろ詳細は不明である。

　多量に検出された木器のうち、図化した（W3）～（W13）は斎串である。（W3、4）は細長い薄板の上端

を水平に切り、うち（W4）は上端よりやや下位の片側にV字状の切欠きを行う。（W5～W9）は上端を圭

頭状あるいはやや圭頭状に作るもので、そのやや下位に（W5）は片側に2ケ所のV字状の切欠きとその

反対側に1ケ所の浅い皿状の切欠きを行う。（W6）は片側に1ケ所のV字状の切欠きと1ケ所の浅い皿

状の切欠き、そしてその反対側に1ケ所の浅い皿状の切欠きを行い、下端は両側から削り尖らせる。

（W7）は片側に1ケ所のV字状の切欠きとその反対側に1ケ所の浅い皿状の切欠きを行い、下端は両側

から削り尖らせる。（W8）は片側に1ケ所のV字状の切欠きと1ケ所の浅い切掛け、そしてその反対側

に1ケ所の浅い皿状の切欠きを行い、下端は両側から削り尖らせる。（W9）は左右一対の浅い切掛けを

行う。（W10）は細長い棒状角材の上端をやや水平に切り、下端を削って尖らせる。（W11）は（W5）の小

型版あるいは馬形の一端を両側から削り尖らせたかのような形状を呈する。（W12）は細長い薄板の両端

を斜めに切り落として平面形が台形状となる。小口側の一端には複数の切掛けが認められる。（W13）は

同様に細長い薄板の両端を斜めに切り落とすが平面形は平行四辺形となる。（W14、15）は入形で、長方

形薄板の両長側に2～3対の切欠きを行って頭部・手部・腰部・脚部表現とし、下端部には深い切り込

みを入れることで股の表現としている。（W16～19）は馬形で、（W16）が背部にやや出っ張り状の鞍表現

の残るいわゆる「飾り馬」で、その他が背部を浅く弧状に切欠く「裸馬」である。いずれの腹部にも使用時

に別の棒状の薄板等を差し込んだと見られる痕跡が認められる。（W20）は柄振（横鍬）で、両上端部から

左右側面は円弧状を呈し、刃部は鋸歯状で6枚の歯をもつ。全長は31．85cm、幅は10．85cmを測る。田下

駄（W21）は、長方形の足板の両長側に2対の切欠けを入れており、長さ37．45cm、幅12．7cmを測る。（W
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第18図　正区出土遣物実測図（5）

22）は発火具の火きり臼である。細長い角材を利用しており、3個の火きり穴と欠失したと見られる端

部に火きり穴があった可能性も考えられる焦げ跡が認められる。遺存長22．9cm、幅2．9cm、厚さ2．45cm

を測る。なお懸区出土遺物としては内面に暗文の認められる土師器杯や2ケ所に切欠けのなされた石錘

などがあるほか、木製品として、上述のほかに、農具の柄振（横鍬）1点・鋤1点・田下駄1点・田舟1

点、容器の槽1点、祭祀具の人形9点・馬形9点・刀形1点・斎串153点、建築材の梯子1点、土木材

の角杭21点・板状杭5点・丸杭6点、その他の板状材5点などが出土している。
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班．まとめにかえて

　上述の調査結果報告には詳細な検討にまだ浅く不十分なところもあるが、以下調査の所見等にふれる

ことでごく簡単ではあるがまとめの代わりとしたい。

　今回の調査は近年の踏査や試掘調査によって認知された大坪イカウ松遺跡の南南東限と想定される付

近の南北長180m足らず、上面幅3m程度の細長い範囲でのものであった。オープン掘削で湧水もあり

壁面崩壊の危険等も考慮して、段掘り・緩い法勾配での掘り下げであったため掘り下げるにしたがって

さらに狭く細長い調査地となったが、詳細不明の溝状遣構1条と古墳時代以降および奈良時代頃の護岸

施設あるいは土留め施設の可能性が考えられる木組遺構や杭列を検出した。

　層序的には、現地表面下約50cmの旧ほ場整備造成土直下からSD－01が、地表面下約60cmの褐灰色粘土

直下から杭列（1）、（2）が、そして地表面下約1mの黒褐色粘土層中あるいは同粘土層上面から木組遺

構（］）、（2）が検出されている。また今回の調査は工事による遺跡への影響範囲内においてということ

で、H区南半と田区の北側半分程度にについては無遺物層までの確認調査は行っていないが、1区西

半・1区北半および鳥取市教育委員会が調査を実施したW区の調査では、地表面下1．1～1．2m程度の黒

褐色粘土層あるいは灰黄褐色粘土層から縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、木器といった遺物が検

出されており、大坪イカウ松遣跡の本調査地には、3～4面の遺構面が部分的ながら遺存していること

が判明した。但しそれらは調査地の西から東に行くに従って、また北から南に行くに従って次第に希薄

となることも確認された。

　今回調査で検出した遺構のうち、詳細不明のSD－01以外を、全容が不明瞭であったため矢板状板材使

用の有無で便宜上杭列（1）、（2）と木組遣構（1）、（2）とした。これは長さ2～3m、幅30cm程度のや

や大きめの板材を横に並べて杭で固定するか、あるいは長さ80～120cm以上、幅13～40cm程度の板材を

その側辺を接するように縦矢板状に打ち込んでさらにそれらを杭で固定するかといった工法の違いでは

あるが層序的にも異なっており時期差による違いである可能性もある。またその性格については、断面

観察や平面観察による砂帯の部分的な堆積状況等から、これらの遺構のうち木組遺構（2）以外は溝状遺

構または旧流路に関連した護岸施設を想定している。ただ木組遺構（2）については不明な点が多く他の

遺構ほどの根拠もないが、何らかの護岸施設あるいは土留め施設の可能性は考えられまいか。なお調査

地全体を見てみると、検出遺構のうち杭列（1）と（2）は構造的に類似しており、層序的にも同様な層位

の検出と考えられる。このことは両遺構が別々の離れた位置から検出されているものの、本来同一遺構

で、旧地形に沿って調査地内に見え隠れしているものの可能性も考えられる。時期的には、周辺あるい

は下層出土遣物から杭列が奈良時代で、木組遺構がそれ以前で古墳時代以降と考えられる。

　今回の調査で出土した土器・石器・金属器は全調査地で、10コンテナにも満たない程度であるが、多

量の木製品が出土している。このうち農具としては、皿区検出の鋸歯状の刃をもつ柄振（横鍬）2点

（W20）、一木鋤1点、田舟1点、木錘1点、1□区から足板の長側に切欠けを2対入れるもの2点

（W21）と田区から足板に鼻緒孔2ケをもつもの1点の計3点の田下駄、薮区から穂摘具の木庖丁2点

（W2）がある。装飾具としては田区から半円形に近いタイプの横櫛1点と板目材・小判型で足跡から右

足のものと見られるよく使いこまれた下駄1点がある。発火具としては田区から火きり臼が1点（W22）

あり、容器としては、豆区の曲物蓋1点と田区の槽1点がある。建築材として梯子がH区と田区から計

2点あり、土木材としては角杭が1区2点・H区21点・巫区21点の計44点、板杭が1区11点・E区6

点・灘区5点の計22点、丸杭がE区3点¶区6点の計9点ある。またそのほかにも板状材が王区9

点・1区19点・皿区5点の計33点ある。そして今回の調査で最も多く出土したのが、木製祭祀具で、こ

の大坪イカウ松遺跡を特徴づける遺物とも言える。これらの多くはn区と皿区の杭列付近から密集して

検出されている。まだ整理途中で断片化したものも多くその個体数は増加するものと見られるが、完形

晶かそれに類するものを数えると、人形がロ区8点・IH区11点（W14、15）の計19点、馬形がH区4点・
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皿区13点（W16～W19）の計19点、斎串がH区21点・In区164点（W3～W13）の計185点（他に現在のところ

上端部片69片あり、合計254点）、剣形がH区から1点（W1）、刀形が田区から1点あり、総数は、225

（上端部片を加えると294）点を数える。ここではこれらの簡単な仕分けを行っておきたい。但しその呼

称については、まだ整理中のため混乱を避けるために現段階での便宜的な呼称をそのまま用いており、

体系だてたものではないことをおことわりしておく（第21図）。

斎串

　細長い薄板や棒状のものの一端を削って尖らせた形のもので、今回最も多く検出された。切欠きや切

り掛けの状況、上端部の形状、大きさ等によってA～N、Gノに分けている。

　Aタイプ…細長い棒状角材の上端をやや水平に切り、下端を削って尖らせたもので、他の薄板材を用

　　　　　　いるものとは異なる。大きなものでは遣存長ながら60cm弱のものも認められる。田区から

　　　　　　16点出土。

　Bタイプ…細長い薄板の上端を圭頭状に作り、それよりやや下位左右両側面に一対の浅い切掛けを行

　　　　　　うもので、下端は両側から削り尖らせる。長さは50cm余りである。五区から7点、皿区か

　　　　　　ら37点の計44点が出土。

　Cタイプ…細長い薄板の上端をやや圭頭状を意識するように作り、そのやや下位の片側面に1ケ所の

　　　　　　V字状の切欠きと1ケ所の浅い皿状の切欠き、そしてその反対側面に1ケ所の浅い皿状の

　　　　　　切欠きを行うもので、下端は両側から削り尖らせる。長さは55cm程度である。皿区から1

　　　　　　点幽土。

　Dタイプ…細長い薄板の上端を圭頭状に作り、それよりやや下位の片側面に1ケ所のV字状の切欠き

　　　　　　と1ケ所の浅い切掛け、そしてその反対側面に1ケ所の浅い皿状の切欠きを行うもので、

　　　　　　下端は両側から削り尖らせる。長さは50cm余りである。1区から1点、面区から15点の計

　　　　　　16点が出土。
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Eタイプ…細長い薄板の上端を圭頭状に作り、それよりやや下位の片側面に1ケ所のV字状の切欠き

　　　　　とその反対側面に1ケ所の浅い皿状の切欠きを行うもので、下端は両側から削り尖らせ

　　　　　る。長さは50cm余りである。皿区から2点出土。

Fタイプ…細長い薄板の上端をやや圭頭状を意識するように作り、そのやや下位の片側面に2ケ所の

　　　　　V字状の切欠きを行い、その反対側面にもやや幅広のV字状の切欠きを行うもので、下端

　　　　　はやや不明瞭ながら両側から削り尖らせる。長さは50cm程度である。田区から1点出土。

Gタイプ…細長い薄板の上端を圭頭状に作り、それよりやや下位の片側面に2ケ所のV字状の切欠き

　　　　　とその反対側に1ケ所の浅い皿状の切欠きを行う。下端は欠失のため不明だが、長さは50

　　　　　cm程度が想定される。　H区から1点、斑区から14点の計15点が出土。

Gノタイプ…細長い薄板の上端をやや圭頭状を意識するように作っている以外は、Gタイプの小型版と

　　　　　いえる。長さは20cm余りである。1∬区から1点出土。

Hタイプ…細長い薄板の上端を水平に切り、それよりやや下位の片側面にV字状の切欠きを行う。下

　　　　　端は欠失のため不明だが、長さは35cmをこえる。田区から3点出土。

1タイプ…細長い薄板の両端を斜めに切り落として平面形が台形状となる。小口側の一端には複数の

　　　　　切掛けが認められるものが多い。長さは20cm余りである。　R区から8点、皿区から42点の

　　　　　計50点が出土。

Jタイプ…細長い薄板の上端を圭頭状に作り、それよりやや下位の片側面に2ケ所のV字状の切欠き

　　　　　とその反対側に1ケ所の浅い切掛けを行うもので、下端は両側から削り尖らせる。長さは

　　　　　15cm余りと小型で、田区から2点出土。

Kタイプ…細長い薄板の上端を水平に切るもので、下端は欠失のため不明だが、長さは35cmをこえ

　　　　　る。田区から5点出土。

Lタイプ…細長い薄板の両端を斜めに切り落として平面形は平行四辺形となる。小口側に切掛けは認

　　　　　められない。長さは20cm程度である。豆区から1点、田区からU点の計12点が出土。

Mタイプ…細長い薄板の両端を圭頭状に作るもので、長さは20cm余りと小型である。田区から1点出

　　　　　土。

Nタイプ…細長い薄板の上端を水平に切るもので、下端は両側から削り尖らせる。長さは］5cm程度と

　　　　　小型で上端には切i掛けと見られる割れが認められるものがある。H区から3点、田区から

　　　　　14点の計17点が出土。

人形

　手の表現方法によって大きくは○・P二つのタイプに分けられる。そしてPは頭部・手部・腰部・脚

部表現でさらに細分が可能とも思われるがここでは模式図を載せるに留めたい。

　Oタイプ…細長い薄板の上端を圭頭状に作り、それよりやや下位の両側面にV字状の切欠きを行って

　　　　　　頭部を作り出す。そしてその下の体部両側面に下方から深い切掛けを行って手の表現とす

　　　　　　るものである。下位は欠失で不明ながら、遺存長は25cm以上である。　n区から1点出土。

　Pタイプ…細長い薄板の上端からやや下位の両側面にV字状の切欠きを行って頭部を作り出す。その

　　　　　　下の体部両側面には、切掛けによる手の表現の代わりに切欠きを行って腰部表現とする。

　　　　　　下位は、下端部から深い切り込みを入れることで股を表現している。なお、頭端部の作り

　　　　　　方に圭頭状のものや水平に切ってその両端をやや丸めるもの、あるいは足先を水平に切る

　　　　　　ものと尖らせるもの、股ぐりを尖らせるかそうでないものなど、まだ細分可能か。E区か

　　　　　　ら10点、皿区から8点の計18点が出土。
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馬形

　鞍表現の有無と端部のおさめ方の違いによって大きくはQ・R・Sの三つのタイプに分けられる。

　Qタイプ…細長い薄板の一長辺を上としてそのほぼ中央をM字状やや突出させて切り欠き、鞍を表現

　　　　　　した、いわゆる「飾り馬」である。腹部にあたる下位長辺中央付近には使用時に別の棒状の

　　　　　　薄板等を差し込んだと見られる痕跡が認められる。田区から1点出土。

　Rタイプ…細長い薄板の一長辺を上としてそのほぼ中央を浅く弧状に切欠く、いわゆる「裸馬」であ

　　　　　　る。尻部は斜めに尖って切り落とされるもので、下辺の切欠きにV字状のものと浅い皿状

　　　　　　のものがある。

　Sタイプ…細長い薄板の一長辺を上としてそのほぼ中央を浅く弧状に切欠く、いわゆる「裸馬」であ

　　　　　　る。尻部が辺をもつように切られる点がRタイプとは異なる。

剣形

　薄板状のものではなく、やや立体的なものである。

　Tタイプ…鞘から抜いた状態のもので、断面菱形の剣身と関部を肖肋込んで茎を柱状に造り出す。n

　　　　　　区から1点出土。

刀形

　Uタイプ…鞘から抜いた状態のもので、細長い薄板から刀身を肖肋だし、柄をとび出すように表現し

　　　　　　ている。長さは75cm程度である。田区から1点出土。

　なお、上述のとおり出土した木製祭祀具の中には断片化したものも多く、今後新たなタイプが見つか

る可能性がある。また斎串では、今回は別タイプに分けているものの今後の検討で、同タイプの亜種と

見るものも出てくると思われる。

　今回の大坪イカウ松遺跡の調査は当初考えていた以上の大きな成果をあげるものとなり、発掘調査か

ら報告書の刊行まで多くの方々の協力・指導を得た。しかしながら力量不足と諸事情のためそのご厚意

を十分生かすことができず、本報告書ではそのほとんどが簡単な事実関係の報告となった。ただこれま

で鳥取市内でこれほどまとまって木製祭祀具が出土した例はほとんどなく、今後は今回行った大まかな

タイプわけなどを基礎資料の一部として、時期的な変遷の問題や、層序との関係、あるいは本遺跡から

の距離が3km余りの範囲にある祭祀遣物が検出された周辺の遺跡との関係などさらに整理・検討してい

かなければならない。これまで援助いただいた皆様にあらためて感謝を申し上げるとともに、今後とも

変わらぬご叱責、ご鞭撞をいただければ幸いです。
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PL　2

1．1区東半掘下後（東から）

2．1区掘下後全景（西から）



1．1区西半北壁断面
　　（南西から）

2．1区東半北壁断面
　　（南東から）

3．工区東壁断面

　　（西から）

PL．3



PL．4

1．1区SD－01検出状況（北東から）

2．1区SD－01断面（南東から） 3．1区SD－01掘下時全景（西から）
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4．1区木組遺構検出状況（1）（南東から）
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（断面、南西から）

（北東から）

（南東から）

（断面、北東から）
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（南東から）

（南西から）

　　　　　　　　　（北東から）

1．1区木組遺構断面および検出状況（2） 2．1区遺物検出状況（南から）



PL．6

1．五区北半掘下後全景（北から）

一霊誕曇罐．

2．五区北半掘下後全景（南から）
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PL．8

1．皿区北半西壁断面

　（北東から）

2．皿区南半西壁断面

　（南東から）

3．∬区南半折れ曲り部

　西壁断面（南東から）



1．∬区南半西壁断面

　（南東から）

2．皿区南半西壁断面

　（南東から）

3．H区南壁断面
　（北から）
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PL．10

1．江区南半杭列および遺物検出状況（1）（南南東から）

2．皿区南半杭列および遺物検出状況（2）（南南東から）



1．皿区南半杭列部分（1）

　（北北東から）

2．皿区南半杭列部分（2）

　　（西から）

3．皿区南半杭列部分（3）

　　（西から）
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1．皿区南半木組遺構検出状況（1）

　　（南東から）

2．豆区南半木組遺構検出状況（2）

　　（南東から）

｝　3．∬区南半木組遺構検出状況（3）

　　　　（東から）
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4．皿区南半木組遺構部断面

　　（東から）
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　　　　　　　　　　　　　　　（北半、東から）
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　　1．皿区遺物検出状況（1）

（南半、東から）
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　　　1．皿区遺物検出状況（2）
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（南半、東北東から）

（南半、北西から）

（南半、東から）

　　　　　　　　　　　（南半、東南東から）
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（南半、南南東から）

　　　1．皿区遺物検出状況（3）

（南半、東から）
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1．皿区掘下後全景（北から）

2、皿区掘下後全景（南から）



PL．17

1．皿区西壁断面

　　（南東から）

2．皿区西壁断面（部分）

　　（南東から）

3．皿区北壁断面

　　（南から）



PL．18

1．皿区東壁断面および

　杭列検出状況（1）

　　（南西から）

2．皿区杭列検出状況（2）

　　（南南東から）

3．皿区杭列検出状況（3）

　　（北北東から）
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